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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多重ウェッブサーバ（１１）を利用した多重解像度イメージ提供ＡＳＰサービスを実行
するための方法において、
　（ａ）イメージ製作クライアント（２５）が、上記多重ウェッブサーバ（１１）に接続
する段階と、
　（ｂ）上記多重ウェッブサーバ（１１）が、上記イメージ製作クライアント（２５）に
対して、アプリケーション部（２７）とＯＣＸコンポーネント部（２８）とによって構成
されたイメージ製作プログラムをダウンロードする段階と、
　（ｃ）上記イメージ製作クライアント（２５）の上記アプリケーション部（２７）が、
上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）に対して、サーバへのアップロードのために必要な
情報を生成するために、少なくとも、サービス運営者（Distributor ID）、多重解像度イ
メージ保存フォルダ名（SavePath）、及びＩＤ（ShopID）を含むアップロード用パラメー
タを伝達する段階と、
　（ｄ）上記イメージ製作クライアント（２５）が、上記ＯＣＸコンポーネント部（２８
）を利用して原本イメージを入力する段階と、
　（ｅ）上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、少なくとも、入力された上記原本イメ
ージを縮小する段階を算出する縮小段階算出段階及び縮小されたイメージを分割するため
の横・縦の大きさを算出するイメージ分割サイズ算出段階を実行し、イメージ加工を行う
ための加工用パラメータを設定する段階と、
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　（ｆ）上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、設定された上記加工用パラメータに基
づいて、少なくとも、入力された上記原本イメージのページ数量分だけ当該原本イメージ
を縮小する縮小－ＲＴＮ段階及び縮小されたイメージを分割する分割－ＲＴＮ段階を反復
的に実行してイメージを加工し、生成された多重解像度イメージを上記アップロード用パ
ラメータである多重解像度イメージ保存フォルダ名（SavePath）に保存する段階と、
　（ｇ）上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、生成された上記多重解像度イメージを
ウェッブに掲示するためのウェッブページを生成するためのウェッブページ生成用パラメ
ータを保存するとともに、リンクデータの領域位置をリンクデータパラメータとして設定
し、生成された上記多重解像度イメージをウェッブに掲示するためのウェッブページとし
て、上記アプリケーション部（２７）から上記アップロード用パラメータとして伝達され
たＩＤ（ShopID）に基づくファイル名のウェッブページを生成して保存する段階と、
　（ｈ）上記イメージ製作クライアント（２５）が、上記ＯＣＸコンポーネント部（２８
）を利用して上記ウェッブページを上記イメージ製作クライアント（２５）が指定したサ
ーバへアップロードする段階と、
　（ｉ）上記（ｈ）段階で当該イメージ製作クライアント（２５）が指定した上記サーバ
が、上記イメージ製作クライアントによって製作されてアップロードされた上記ウェッブ
ページを、インターネットユーザクライアントに提供するためウェッブに掲示する段階と
　を含むこと
　を特徴とする多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳＰサービス方法
。
【請求項２】
　上記（ｅ）段階では、上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、上記縮小段階算出段階
実行前に、入力された上記原本イメージを多重解像度イメージに加工する際に単一ファイ
ルとして生成するか否かを選択判断する単一ファイル判断段階、上記原本イメージを回転
させて加工するか否かを選択判断する回転判断段階、及びイメージ補間をするか否かを選
択判断するイメージ補間判断段階を実行すること
　を特徴とする請求項１記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項３】
　上記縮小－ＲＴＮ段階は、上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、入力された上記原
本イメージを縮小する際に、縮小段階ごとに変数Ｎを１つずつ累積したレベル値と上記縮
小段階算出段階にて算出された縮小段階の値とが一致した場合に、イメージのデータ領域
をランダム化することによって当該イメージを置換して保存する段階を含むこと
　を特徴とする請求項１記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項４】
　上記分割－ＲＴＮ段階では、データの保安が重要な場合には、上記ＯＣＸコンポーネン
ト部（２８）が、全てのイメージに対して置換を実行するように、縮小されたイメージが
置換されるイメージなのかどうかを判断して、それが置換されるイメージである場合には
置換を行い、そうでない場合には縮小されたイメージを分割すること
　を特徴とする請求項３記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項５】
　上記（ｇ）段階実行前に、
　（ｆａ）上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、上記原本イメージの１番目のイメー
ジ又は任意のイメージを指定して、上記インターネットユーザクライアントが多重解像度
イメージを閲覧する際の初期ページとして設定する初期表示イメージページ指定段階を含
むこと
　を特徴とする請求項１記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
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【請求項６】
　上記（ｆａ）段階実行後に、
　（ｆｂ）上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、上記原本イメージが多数の場合には
、上記インターネットユーザクライアントが多重解像度イメージ閲覧する際に、順次イメ
ージを表示させるのか否かを決める自動表示選択段階を含むこと
　を特徴とする請求項５記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項７】
　上記（ｂ）段階実行後に、
　（ｂａ）上記アプリケーション部（２７）と上記多重ウェッブサーバ（１１）との間で
上記イメージ製作クライアント（２５）が会員認証のためにログインをする段階と、
　（ｂｂ）上記アプリケーション部（２７）と上記多重ウェッブサーバ（１１）との間で
、上記イメージ製作クライアント（２５）が、多重解像度イメージの製作サービスの種類
及び製作する多重解像度イメージの数量の注文及び決済を処理する段階と
　をさらに含むこと
　を特徴とする請求項１記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項８】
　上記（ｂｂ）段階実行後に、
　（ｂｃ）上記イメージ製作クライアント（２５）が適法使用認証要請を行うのに応じて
、サーバがこの認証要請を受けて認証結果を当該イメージ製作クライアント（２５）に送
出し、当該イメージ製作クライアント（２５）が、受け取った認証結果に基づいて上記Ｏ
ＣＸコンポーネント部（２８）が正常な手続によって実行されるものであるか否かをチェ
ックし、当該ＯＣＸコンポーネント（２８）が正常な手続きによって実行されるものであ
る場合には開発者会員情報データベースに接続して使用内訳を記録する段階
　をさらに含むこと
　を特徴とする請求項７記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項９】
　上記（ｈ）段階実行後に、
　（ｈａ）アップロードされた上記ウェッブページが単一ファイルに圧縮されている場合
には、上記サーバが圧縮を解除して当該ウェッブページを保存する段階
　をさらに含むこと
　を特徴とする請求項１記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項１０】
　上記（ｅ）段階の上記加工用パラメータの設定段階は、ウェッブページの閲覧が一定時
間を超過する場合に広報文又は景品応募ウィンドウをポップアップさせたり、また、閲覧
中の上記インターネットユーザクライアントのＩＰアドレスに送信することが可能なよう
に、上記イメージ製作クライアント（２５）が照会経過時間及びポップアップされるウェ
ッブアドレスを設定する段階をさらに含み、
　上記（ｉ）段階は、上記インターネットユーザクライアントのウェッブページ照会経過
時間を判断し、上記で設定された照会経過時間を経過した場合に上記で設定されたウェッ
ブページをポップアップさせる段階をさらに含むこと
　を特徴とする請求項１記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項１１】
　上記（ｅ）段階の上記加工用パラメータの設定段階は、顧客の商品に対する選好度を調
査するために、上記イメージ製作クライアント（２５）が、照会数調査をするための領域
として使用可能なホットスポット領域の位置をホットスポット選択段階及びホットスポッ
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ト位置指定段階を通じて指定し、指定した上記ホットスポット領域の情報をホットスポッ
ト位置保存段階を通じて保存し、照会数領域選択段階を通じて上記ホットスポット領域を
照会数調査をするための照会数領域として指定し、領域名入力段階を通じて領域名を入力
する段階をさらに含み、
　上記（ｉ）段階は、顧客の商品に対する選好度を調査するために、上記イメージ製作ク
ライアント（２５）が、上記ホットスポット領域を照会数調査のために使用するか否かを
製作者が選択判断し、照会数調査を行うために指定した場合には、上記ホットスポット領
域に対する上記インターネットユーザクライアントの閲覧情報収集段階にて、照会数拡大
命令判断段階を通じて上記インターネットユーザクライアントのマウスのイベントが拡大
命令か否かを判断し、拡大命令なら領域名抽出段階を通じてその領域名を抽出及び収集す
るとともに、現在時間抽出段階を通じてサーバの現在時間を抽出及び収集し、照会数デー
タベースに結果を記録する段階をさらに含むこと
　を特徴とする請求項１記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳ
Ｐサービス方法。
【請求項１２】
　上記（ｅ）段階は、指定領域に対する景品設定を実施する場合、景品設定段階で分岐し
て、上記インターネットユーザクライアントが上記多重解像度イメージのウェッブページ
をオープンした後一定時間が経過するとポップアップされる商品等の広報文又は広告案内
文、予め設定された閲覧経過時間の経過後にポップアップされるウェッブアドレス（PopU
pDoc1）、及び照会経過時間の経過後にポップアップされるウェッブアドレス（PopUpDoc2
）である景品関連情報を上記イメージ製作クライアント（２５）が設定する段階をさらに
含み、
　上記（ｉ）段階は、上記インターネットユーザクライアントによる景品ページの読み込
みが初めてである場合にのみ当該インターネットユーザクライアントに当該景品ページを
表示させるようにする段階、既存会員なのか否かを判断して新規会員である場合に会員加
入をする段階、景品会員の参加情報を該当データベースに記録する段階をさらに含むこと
　を特徴とする請求項１１記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供Ａ
ＳＰサービス方法。
【請求項１３】
　イメージ製作を支援して多重解像度の分割イメージを提供するＡＳＰサービス装置にお
いて、
　多重解像度の分割イメージ処理プログラムを提供し、データベース部（１９）、保存部
（２０）及びアプリケーション部（１８）を含むＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）と
、中・大型ポータルサイトを運営し、データベース部（１６）、保存部（１７）及びアプ
リケーション部（１５）を含むＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）とを含む多重ウェッ
ブサーバ（１１）と、
　アプリケーション部（２７）とＯＣＸコンポーネント部（２８）とを備えるイメージ製
作クライアント（２５）と、
　上記イメージ製作クライアント（２５）によって製作されたイメージを閲覧するインタ
ーネットユーザクライアント（２４）とを備え、
　上記多重ウェッブサーバ（１１）、上記イメージ製作クライアント（２５）、及び上記
インターネットユーザクライアント（２４）は、インターネット通信網（１０）を基盤と
して連結されており、
　上記イメージ製作クライアント（２５）が上記多重ウェッブサーバ（１１）に接続する
と、上記多重ウェッブサーバ（１１）は、上記イメージ製作クライアント（２５）に上記
アプリケーション部（２７）と上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）とによって構成され
たイメージ製作プログラムをダウンロードし、
　上記イメージ製作クライアント（２５）の上記アプリケーション部（２７）は、上記Ｏ
ＣＸコンポーネント部（２８）に対して、サーバへのアップロードのために必要な情報を
生成するために、少なくともサービス運営者（Distributor ID）、多重解像度イメージ保
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存フォルダ名（SavePath）、及びＩＤ（ShopID）を含むアップロード用パラメータを伝達
し、
　上記イメージ製作クライアント（２５）は、上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）を利
用して原本イメージを入力し、
　上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）は、少なくとも、入力された上記原本イメージを
縮小する段階を算出する縮小段階算出段階及び縮小されたイメージを分割するための横・
縦の大きさを算出するイメージ分割サイズ算出段階を実行し、イメージ加工を行うための
加工用パラメータを設定し、設定した上記加工用パラメータに基づいて、少なくとも、入
力された上記原本イメージのページ数量分だけ当該原本イメージを縮小する縮小－ＲＴＮ
段階及び縮小されたイメージを分割する分割－ＲＴＮ段階を反復的に実行してイメージを
加工し、生成した多重解像度イメージを上記アップロード用パラメータである多重解像度
イメージ保存フォルダ名（SavePath）に保存し、ウェッブページを生成するためのウェッ
ブページ生成用パラメータを保存するとともに、リンクデータの領域位置をリンクデータ
パラメータとして設定し、生成した上記多重解像度イメージをウェッブに掲示するための
ウェッブページとして、上記アプリケーション部（２７）から上記アップロード用パラメ
ータとして伝達されたＩＤ（ShopID）に基づくファイル名のウェッブページを生成して保
存し、
　上記イメージ製作クライアント（２５）は、上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）を利
用して上記ウェッブページを上記イメージ製作クライアントが指定したサーバへアップロ
ードし、
　上記イメージ製作クライアントによって製作されてアップロードされた上記ウェッブペ
ージを、インターネットユーザクライアントに提供するため、当該イメージ製作クライア
ントが指定した上記サーバを利用してウェッブに掲示すること
　を特徴とする多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳＰサービス装置
。
【請求項１４】
　上記多重ウェッブサーバ（１１）は、上記ＡＳＰ運営者サーバ（１３）と上記ＡＳＰ開
発者サーバ（１２）とがひとつのサーバとして統合されたものであること
　を特徴とする請求項１３記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供Ａ
ＳＰサービス装置。
【請求項１５】
　上記多重ウェッブサーバ（１１）は、上記イメージ製作クライアント（２５）に接続さ
れ、保存部（２２）及びアプリケーション部（２１）を含むＡＳＰサービス顧客サーバ（
１４）をさらに含むこと
　を特徴とする請求項１３記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供Ａ
ＳＰサービス装置。
【請求項１６】
　上記ＡＳＰ運営者サーバ（１３）の上記データベース部（１６）は、会員加入時に予め
設定された情報を保存し、上記イメージ製作クライアント（２５）が上記アプリケーショ
ン部（２７）と上記多重ウェッブサーバ（１１）との間で行う注文であって多重解像度イ
メージの製作サービスの種類及び製作する多重解像度イメージの数量の注文及び決済内訳
を保存する会員情報データベースを含み、
　上記ＡＳＰ開発者サーバ（１２）の上記データベース部（１９）は、イメージ製作クラ
イアント（２５）が上記イメージ製作プログラムを実行して多重解像度の分割イメージを
製作したときにその使用内訳を開発者使用内訳データベースに登録させるための開発者使
用内訳記録用データベースを含むこと
　を特徴とする請求項１３記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供Ａ
ＳＰサービス装置。
【請求項１７】
　上記ＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）の上記データベース部（１９）又は上記ＡＳ
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Ｐサービス運営者サーバ（１３）の上記データベース部（１６）は、会員加入時に予め設
定された情報を保存し、上記イメージ製作クライアント（２５）が上記アプリケーション
部（２７）と上記多重ウェッブサーバ（１１）との間で行う注文であって多重解像度イメ
ージの製作サービスの種類及び製作する多重解像度イメージの数量の注文及び決済内訳を
保存する会員情報データベースを含むこと
　を特徴とする請求項１６記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供Ａ
ＳＰサービス装置。
【請求項１８】
　上記ＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）の上記データベース部（１９）又は上記ＡＳ
Ｐサービス運営者サーバ（１３）の上記データベース部（１６）は、上記インタネットユ
ーザクライアント（２４）が景品応募を行うための領域として使用可能なように上記多重
解像度イメージの製作時において当該多重解像度イメージに予め設定されたホットスポッ
ト領域の閲覧を開始し、一定時間が経過すると景品応募ウィンドウをポップアップさせ、
景品会員データベースに登録するための景品会員管理用データベースを含むこと
　を特徴とする請求項１３記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供Ａ
ＳＰサービス装置。
【請求項１９】
　上記ＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）の上記データベース部（１９）又は上記ＡＳ
Ｐサービス運営者サーバ（１３）のデータベース部（１６）は、上記インタネットユーザ
クライアント（２４）が上記ホットスポット領域を検索する際に、その照会数を保存及び
管理する照会数記録用データベースを含むこと
　を特徴とする請求項１３記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供Ａ
ＳＰサービス装置。
【請求項２０】
　多重ウェッブサーバ（１１）を利用した多重解像度イメージ提供ＡＳＰサービスを実行
するための方法において、
　（ａ）上記多重ウェッブサーバ（１１）のアプリケーション部（１５，１８）と、イメ
ージ製作クライアント（２５）のアプリケーション部（２７）と、当該イメージ製作クラ
イアント（２５）のＯＣＸコンポーネント部（２８）との間で、パラメータをお互いに伝
達する段階と、
　（ｂ）上記イメージ製作クライアント（２５）が、上記ＯＣＸコンポーネント部（２８
）を利用して原本イメージを入力する段階と、
　（ｃ）上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、上記パラメータに基づいて、少なくと
も、入力された上記原本イメージのページ数量分だけ当該原本イメージを縮小する縮小－
ＲＴＮ段階及び縮小されたイメージを分割する分割－ＲＴＮ段階を反復的に実行してイメ
ージを加工して多重解像度イメージを製作し、上記アプリケーション部（１５，１８，２
７）から上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）に伝達された上記パラメータの１つである
SavePathをフォルダ名として当該多重解像度イメージを保存する段階と、
　（ｄ）上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）が、生成された上記多重解像度イメージを
ウェッブに掲示するためのウェッブページを生成するためのウェッブページとして、上記
アプリケーション部（１５，１８，２７）から上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）に伝
達された上記パラメータの１つであるＩＤ（ShopID）に基づくファイル名のウェッブペー
ジを生成して保存する段階と、
　（ｅ）少なくとも、サービス運営者(DistributorID)、多重解像度イメージ保存フォル
ダ名(SaｖePath)、viewerフォルダ名(ViewPath)をアップロード用パラメータとして、上
記イメージ製作クライアント(２５)の上記アプリケーション部（２７）から当該イメージ
製作クライアント（２５）の上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）に伝達し、伝達が完了
するのに応じて当該イメージ製作クライアント（２５）のＯＣＸコンポーネント部（２８
）を駆動して、自動的に上記ウェッブページを上記多重ウェッブサーバ（１１）にアップ
ロードする段階と、
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　（ｆ）上記イメージ製作クライアント（２５）によって製作されてアップロードされた
上記ウェッブページを、上記インターネットユーザクライアント（２４）がウェッブ上で
閲覧する段階と
　を含むこと
　を特徴とする多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供ＡＳＰサービス方法
。
【請求項２１】
　上記ＯＣＸコンポーネント部（２８）は、入力された上記原本イメージを上記多重解像
度イメージに加工して上記ウェッブページを生成した後、上記インターネットユーザクラ
イアント（２４）が多重解像度イメージを閲覧する際に、ウィンドウの大きさである横（
hor）と縦（ver）の大きさを保存するために、初期イメージ横（hor）及び縦（ver）パラ
メータを上記アプリケーション部（２７）に伝達し、上記アプリケーション部（２７）は
、上記初期イメージ横（hor）及び縦（ver）パラメータをネットワークを通じて上記ＡＳ
Ｐサービス運営者サーバ（１３）に伝達し、照会数データベースの照会統計テーブルに保
存するために当該照会数データベースと接続し、当該照会数データベースの照会統計テー
ブルを開き、上記ウィンドウの大きさである横（hor）と縦（ver）の大きさの情報を保存
する段階をさらに含むこと
　を特徴とする請求項２０記載の多重ウェッブサーバにおける多重解像度イメージ提供Ａ
ＳＰサービス方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は多重解像度イメージを製作し，サーバへアップロードし，ウェッブに掲示するま
での全ての過程をひとつのサービスとして提供するための，多重ウェッブサーバでの多重
解像度イメージ提供アプリケーション供給者（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
　Ｐｒｏｖｉｄｅｒ，以下「ＡＳＰ」とする）のサービス方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来はインターネットを含んだネットワーク上で多重解像度イメージを提供するためには
，高価な多重解像度イメージ製作用ソリューションを購入しなければならなかった。しか
し，ネットワーク上で具現されるイメージ処理ソリューションの場合は，ＡｃｔｉｖｅＸ
　ＯＣＸコンポーネント形態が理想的であるにもかかわらず，ＡｃｔｉｖｅＸ　ＯＣＸコ
ンポーネントの特性上，不法使用を防止する対策が整備されていない。また，そればかり
ではなく，例えばショッピングモールを運営している運営者が多重解像度イメージを製作
したとしても，これをインターネットユーザに呈示するためには運営されているショッピ
ングモールのプログラムを修正しなければならない。しかし，これは一般人にとっては到
底不可能な極めて難易度の高い作業である。
【０００３】
また，多重解像度イメージを製作することができるソリューションを開発・流通させてい
る海外の開発社の場合は，開発されたソリューションを限定された数のウェッブサイト構
築会社に供給するよりは，数多くの一般ユーザたちに供給し安定した収益を上げることを
期待する。しかし，現実的には一般ユーザの場合，多重解像度イメージを製作し，サーバ
へアップロードし，一般インターネットユーザが閲覧できるようにウェッブに掲示するた
めには多くの専門知識と関連装置を必要とするために，ソリューションを主としてウェッ
ブサイト構築業社などに供給しており，市場拡大には限界があった。
【０００４】
また，ショッピングモールなどで商品を多重解像度イメージによって表示し，インターネ
ットユーザに提供するとしても，果たしてショッピングモールの売上においてある程度の
売上の向上が可能なのかという問題が依然として残る。すなわち，多くの努力と費用を投
入して多重解像度イメージを提供することの必要性が疑問視されるのである。
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【０００５】
これを克服するため，顧客選好度調査に多重解像度イメージを適用しようとする試みがあ
るが，これは原本イメージを縮小することで多重解像度イメージを製作し，それぞれの縮
小されたイメージを一定の大きさに分割し，インターネットユーザが特定の部位を拡大し
た時，サーバ側からダウンロードされるものよりも鮮かな断片的イメージ単位で選好度を
調査する方法である。特に選好度を調査するためには多重解像度イメージを製作し，多額
の費用と努力を投入し，多数のインターネットユーザに電子メールなどを送信し，収集さ
れた結果を分析する過程が必須であるが，問題は断片的イメージ単位によって選好度を調
査しなければならないことにある。
【０００６】
例を挙げると，トヨタ自動車の場合，多額の費用を投入して韓国と中国で選好度調査を行
っているが，この方法を用いる場合，自動車を撮影したイメージがタイル状に分割された
断片的イメージ単位で選好度を調査しなければならないため，正確な選好度調査が不可能
である。これを自動車の内部全面を撮影したイメージだと仮定すると，格子状で細切れに
なったイメージ上には複雑な計器盤やオーディオなど，さまざまな部分が同時に混在する
可能性があるため，果たしてオーディオに関心があるのか，燃料計器盤に関心があるのか
，正確な選好度調査および分析が不可能なのである。
【０００７】
また，通常，インターネットユーザは多数の広告電子メールと調査に応じることを要求さ
れており，大部分のインターネットユーザはこのような選好度調査に応じること自体に負
担を感じている。
【０００８】
しかし，インターネットユーザの立場に立てば，関心がある商品があればより詳細に観察
したいという欲求があるのが常である。また，商品を販売する側にとっては，低廉な費用
でかつ効率を極大化する方法でこれらの欲求を満たす必要がある。特にインターネットユ
ーザの心理面から見る場合，自分がまだ購入を決定してはいないが関心のある商品を慎重
に品定めしている時，その商品に接することが可能になるような景品に応募する機会が与
えられれば大部分がこれに応募する傾向があり，このような応募の過程を通じて自ずから
該当商品を長い間忘れないようになるのである。
【０００９】
このような多数のインターネットユーザの性向と特性分析は，商品を販売しようとする側
から見た場合に非常に重要な要素となるが，このためには高価なソリューションを購入し
なければならないなど，多額の費用を投入しなければならないものであると認識されてい
る。
【００１０】
また，このように多数のインターネットユーザによってイメージが閲覧されるためには，
イメージを中・大型ポータルサイトなどに掲示するのが理想的であるが，前述したように
インターネットを含んだネットワーク上のサーバへ存在するＡｃｔｉｖｅＸ　ＯＣＸ形態
のイメージプロセシングソリューションの不法使用を防止する方法が確立されておらず，
何個の多重解像度イメージを製作し提供したかによる代金精算方法などが不透明だったた
め，システム開発者は運営を他のサーバへ任せることを躊躇するのが一般的である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
本発明は前述した問題点を解決するためのものであり，ＡＳＰサービス開発者サーバ，Ａ
ＳＰサービス運営者サーバおよびＡＳＰサービス顧客サーバからなる多重ウェッブサーバ
上において，多重解像度イメージを製作し，サーバへアップロードし，ウェッブに掲示す
るまでの全ての過程をひとつのサービスとして提供する。このことによって，専門知識が
ない一般ユーザであっても，誰もが容易に多重解像度イメージを製作し事業化することが
可能なＡＳＰサービス方法および装置を提供することにその目的をおいている。
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【００１２】
また，イメージ製作クライアントのイメージ製作ソリューションの不法使用を防止し，Ａ
ＳＰサービス開発者とＡＳＰサービス運営者間の代金精算が透明になる手段も提供する。
【００１３】
さらに，本発明は多数の会員を確保していたり，多数のインターネットユーザが利用して
いる中・大型ポータルサイトなどにおいてＡＳＰサービスを提供する。そのため，商品や
アンケート調査が容易である本発明の特徴を活かし，該当する商品の広報を極大化させ，
商品の特定領域のみを対象として正確度の高い選好度調査方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
前述した技術的課題を達成するため，本発明はＡＳＰサービス開発者サーバ，中・大型ポ
ータルサイトを運営するＡＳＰサービス運営者サーバ，イメージ製作クライアントによっ
て運営されるＡＳＰサービス顧客サーバを含む多重ウェッブサーバがイメージ製作プログ
ラムをダウンロードしアプリケーション部とＯＣＸコンポーネント部を備えたイメージ製
作クライアント，およびイメージ製作クライアントによって製作されたイメージを閲覧す
る一般インターネットユーザクライアントが，インターネット通信網を含むネットワーク
に接続され，多重解像度イメージ提供ＡＳＰサービスの実行が可能な装置を提供する。
【００１５】
また，上記の多重ウェッブサーバを利用した多重解像度イメージ提供ＡＳＰサービスの方
法は下記のような段階を含めることも可能である。
【００１６】
まず，イメージ製作クライアントは多重ウェッブサーバへ接続する段階を含む。イメージ
製作クライアントは多重ウェッブサーバからアプリケーション部とＯＣＸコンポーネント
部で構成されたイメージ製作プログラムをダウンロードする。イメージ製作クライアント
のアプリケーション部と多重ウェッブサーバ間で会員認証のためにイメージ製作クライア
ントがログインしてサービス注文および決済を処理する。
【００１７】
アプリケーション部がＯＣＸコンポーネント部で適法使用認証，使用内訳記録およびアッ
プロードのために必要なパラメータを伝達する。多重ウェッブサーバとＯＣＸコンポーネ
ント部の間でイメージ製作前に注文および決済手続を経て，適法な使用であるかどうかを
認証し，ＯＣＸコンポーネント部によってイメージ製作クライアントの使用内訳をＡＳＰ
サービス開発者サーバへよって伝達し，ＡＳＰサービス開発者サーバの該当データベース
に使用内訳を記録する。
【００１８】
イメージ製作クライアントが上記ＯＣＸコンポーネント部を利用してイメージを入力し，
イメージ出力形態関連パラメータを設定する。またこの時，多重解像度縮小段階および分
割サイズ算出段階が実行される。入力されたイメージは多重解像度の分割イメージで保存
されるが，この時，イメージの盗用を防ぐためのイメージ置換および保存段階が含まれる
。また，多重解像度イメージが保存されるフォルダ名はアプリケーション部から伝達され
たパラメータであるＳａｖｅＰａｔｈとし，多数のイメージ製作クライアントが同時に多
重解像度イメージを製作したり，または同一のイメージ製作クライアントが多重解像度イ
メージを製作したとしても，常に新たな多重解像度イメージが生成されるようにし，生成
された多重解像度イメージをウェッブに掲示するためのウェッブページ制作時において，
ウェッブページのファイル名はアプリケーション部からパラメータとして伝達されたＳｈ
ｏｐＩＤとする。このように製作されたウェッブページをイメージ製作クライアントが指
定したサーバへアップロードする。
【００１９】
最後に，上記のようにアップロードされたウェッブページをクライアントが指定したサー
バを利用し，一般インターネットユーザクライアントに提供するためにウェッブへ掲示す
る段階も含まれる。また，このウェッブ掲示段階はビューア（ｖｉｅｗｅｒ）プログラム
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ダウンロード段階，初期イメージダウンロードおよび表示段階，イメージ閲覧支援段階を
含むことができる。
【００２０】
本発明は上記のようにアップロードした多重ウェッブサーバ内で，サーバの間でその機能
を統合ないし移転することが可能であるため，サーバがいかなる役割を果たすのかという
ことよりも多重ウェッブサーバが最終的にイメージ製作クライアントにいかなるサービス
を提供するのかということに焦点を合わせていると言える。
【００２１】
従って，本発明を用いれば，イメージ製作クライアントがイメージ製作からウェッブへの
掲示・事業化までの全ての過程を含むひとつのサービスの提供を受けることが可能である
ため，別途にシステムを構築する必要もなく，手軽に低廉，かつ速やかにイメージを処理
することが可能である。
【発明の効果】
【００２２】
本発明によれば，表面的には運営者がイメージ製作から製作されたイメージを利用した事
業化までの全ての過程を，ひとつの連続したサービスとして提供する形態となるため，イ
メージ製作クライアントに専門知識がなくても多重解像度イメージを製作し，サーバへア
ップロードし，ウェッブに掲示するあらゆる過程を非常に容易，かつ便利に，そして低廉
な費用で実行することが可能であり，関連した市場の爆発的な成長が予想される。
【００２３】
また，ＯＣＸコンポーネント部の使用が適正であるかどうかををチェックすることによっ
て，月単位の使用量などの決済をきちんと終えたユーザは正常な使用が可能であるように
して，決済を行わないユーザに対しては使用を中止させることが可能であるため，開発者
，または運営者の立場に立てば，売上の増大と適正な収益を確保することが可能になる。
また，これらのみならず，使用内訳記録を通じ，開発者と運営者間の代金精算の透明化を
確保することが可能であるという効果もある。
【００２４】
本発明の他の効果として，多重解像度イメージの正確性が向上した特定領域をデータベー
スと連繋させ，該当する特定領域をインターネットユーザがどれほど頻繁に照会するのか
を調査し，多重解像度イメージを提供する事業主がインターネットユーザの性向と特性分
析などを通じ，商品の広報および販売が効率化されることを期待することが可能である。
【実施例】
【００２５】
以下では，図面を参照して本発明を利用した実施例を詳細に説明する。「図１」に示した
ように，本発明は多重解像度イメージ処理プログラムソリューション開発者であるＡＳＰ
サービス開発者サーバ（１２），数多くの会員を確保している，また，ＳＯＨＯ・専門シ
ョッピングモールまたは専門サイトを運営している中・大型ポータルサイトなどの多重サ
ーバであるＡＳＰサービス運営者サーバ（１３），イメージ製作クライアント（２５）に
よって運営されるＡＳＰ顧客サーバを含む多重ウェッブサーバと，本発明が適用され運営
されている中・大型ポータルサイト（例：ヤフー！（登録商標）コリアのソーホーモール
）に入店した上で必要な多重解像度のイメージを製作するイメージ製作クライアント（２
５）と，上記イメージ製作クライアントによって製作されたイメージを閲覧する一般イン
ターネットユーザクライアント（２４）をインターネットを通じたネットワーク（１０）
環境を基盤として多重ウェッブサーバでの多重解像度イメージ提供関連ＡＳＰサービスを
行えるように構成されている。
【００２６】
上記ＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）はイメージ製作アプリケーションと製作された
イメージを表示させるアプリケーションを含むアプリケーション部（１８），製作された
多重解像度イメージ，文字，音声データなどを保存することが可能なデータ保存部（２０
）およびインターネットユーザクライアント（２４）が多重解像度イメージの特定領域の
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閲覧を開始し，一定時間が経過すると景品応募ウィンドウをポップアップさせ，景品会員
データベースに登録するための景品会員データベースとイメージ製作クライアント（２５
）がＡＳＰサービス運営者サーバへ設置された多重解像度イメージ製作アプリケーション
を実行させ，多重解像度イメージを製作した時，その使用内訳を開発者使用内訳データベ
ースに登録させるための開発者使用内訳データベースが含まれたデータベース部（１９）
を含む。「図８」は上記の開発者使用内訳データベースの構成例を示したものである。
【００２７】
上記ＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）は多重解像度イメージ製作アプリケーションと
製作された多重解像度イメージを表示させるアプリケーションを含んだアプリケーション
部（１５），製作された多重解像度イメージ・文字・音声データなどを保存することが可
能なデータ保存部（１７）およびイメージ製作クライアント（２５）が多重解像度イメー
ジ製作アプリケーションを実行するためにログインする際に，これを管理する会員情報デ
ータベースとインターネットユーザクライアント（２４）が製作された多重解像度イメー
ジビューアアプリケーションを通じ，イメージ製作クライアント（２５）が予め指定して
おいた特定領域を検索する時，この照会数を保存および管理する照会数データベースが含
まれるデータベース部（１６）を含む。
【００２８】
上記のＡＳＰサービスの顧客であるイメージ製作クライアント（２５）が保有するＡＳＰ
サービス顧客サーバ（１４）は，製作された多重解像度イメージを保存することが可能な
データ保存部（２２）およびイメージビューアプログラムなどを含むアプリケーション部
（２１）を含む。
【００２９】
上記イメージ製作クライアント（２５）はイメージ製作のために必要なアプリケーション
を運営者サーバ（１３）や開発者サーバ（１２）からダウンロードされるが，これはアプ
リケーション部（２７）とＯＣＸコンポーネント部（２８）で構成される。
　上記インターネットユーザクライアント（２４）はイメージビューアプログラムをダウ
ンロードし，上記で製作されたイメージを閲覧することが可能なアプリケーション部（２
６）を含む。
【００３０】
上述したサーバの構成要素はひとつの実施例に過ぎず，本発明の本質であるイメージ製作
関連の一連のサービスに影響を与えない以上，多様な形態での変形実施が可能であると言
える。すなわち，上記のＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）と上記のＡＳＰサービス開
発者サーバ（１２）は，その機能の類似性によりひとつに統合されても本発明の本質に反
するものではなく，各サーバへ構築されたデータベース部もその位置を異にして存在して
も問題になることはないと言える。
【００３１】
以下では，本発明によって上記の手段がイメージ製作クライアントおよびインターネット
ユーザクライアントに対して提供することの可能なサービスの実施例を「図１２」ないし
「図３０」とともに詳細に説明する。
【００３２】
「図１２」ないし「図３０」上の各段階を関連性によって区分するならば，多重ウェッブ
サーバ接続およびプログラムダウンロード段階（２０１），ログイン段階（２０２ないし
２１２，以下１０２とする），注文および決済段階（２１３ないし２２８，以下１０３と
する），ＯＣＸコンポーネント部へのパラメータ伝達段階（２２９ないし２３０，以下１
０４とする），適法使用認証および使用内訳記録段階（２３１ないし２３７，以下１０５
とする），イメージ入力段階（２３８ないし２４１，以下１０６とする），イメージの多
重解像度縮小段階と分割サイズ算出段階（２５５ないし２５８，以下１０７とする）を含
みかつイメージ加工のための関連パラメータ設定段階（２４２ないし２７１，以下１０８
とする），多重解像度の分割イメージとして保存する段階とイメージデータ置換段階を含
むウェッブページ製作段階（２７２ないし２９８，以下１０９とする），圧縮された単一
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ファイルの圧縮を解除する段階（３０８および３０９，以下１１０とする）を含むイメー
ジアップロード段階（２９９ないし３１１，以下１１１とする）およびウェッブ掲示段階
（３５９ないし４１７，以下１１２とする）に区分できる。ウェッブ掲示段階（１１２）
は，インターネットユーザクライアント（２４）が多重解像度イメージを表示できるビュ
ーアプログラムをダウンロードする段階（３５９ないし３６１，以下１１３とする），初
期イメージダウンロードおよび表示段階（３６２ないし３７２，以下１１４とする）およ
びインターネットユーザのビューアプログラムを通したイメージ閲覧を支援する段階（３
９０ないし４１７，以下１１５とする）を含む。
【００３３】
また，上記の段階において選好度調査および景品応募ポップアップを表示させるなどの広
報活動のためのパラメータ設定およびこれに関する手続を該当する段階に追加することが
可能である。この部分に対しては発明の詳細な説明の後の部分で別途，詳細に説明する。
【００３４】
上記の多重ウェッブサーバ接続およびプログラムダウンロード段階（２０１）ではイメー
ジ製作クライアント（２５）が多重ウェッブサーバ（１１）に接続し，イメージ製作クラ
イアント（２５）の要請（ａ１）に従ってサーバ（１１）が要請（ａ２）を受け，多重解
像度イメージを製作することの可能なプログラム（ａ５）を送出し，イメージ製作クライ
アント（２５）がプログラム（ａ６）を実行する。イメージ製作クライアント（２５）が
サーバ（１１）から受け取ったプログラムはアプリケーション部（２７）とＯＣＸコンポ
ーネント部（２８）によって構成される。
【００３５】
上記のログイン段階（１０２）はＩＤを入力するＩＤ入力段階（２０２），入力されたＩ
Ｄを変数ｓｈｏｐＩＤに保存する段階（２０３），パスワード入力段階（２０４），ログ
イン段階（２０５），ログインによってサーバ（１１）の会員情報データベースに接続す
る会員情報データベース接続段階（２０６），会員情報データベースのサービス一般情報
テーブルを開く段階（２０７），会員加入時に予め設定されたサービス運営者，多重解像
度イメージ保存フォルダ名，ビューアフォルダ名を読み込み，サービス運営者フィールド
の値を変数ＤｉｓｔｉｂｕｔｏｒＩＤに保存し，保存フォルダ名フィールドの値を変数Ｓ
ａｖｅＰａｔｈに保存し，ビューアフォルダ名フィールドの値を変数ＶｉｅｗＰａｔｈに
保存し，会員情報データベースのサービス一般情報テーブルを閉じる一般情報データ読取
段階を含む。ここには多数のＡＳＰサービス運営者が存在でき，各運営者が多数のイメー
ジ製作クライアント（２５）を会員として保有することが可能であるが，これは多重解像
度イメージ製作プログラムが各ＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）別，および各イメー
ジ製作クライアント（２５）別にサービスの内訳を算出および管理し，多重解像度イメー
ジを製作するためである。
　また，ここで会員情報データベースはＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）に存在する
ことも可能で，ＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）に存在することも可能である。「図
２」は上記のサービス一般情報テーブルの構成例を示しており，「図６」は上記会員情報
テーブルの構成例を示している。
【００３６】
上記の注文および決済段階（２１３ないし２２８）はイメージ製作クライアント（２５）
が選択するＡＳＰサービスの注文内訳を保存するための会員情報データベースのサービス
注文管理テーブルオープン段階（２１３），サービスの種類を選択するサービス選択段階
（２１４），上記サービス選択段階（２１４）で選択されたサービスの種類を変数ＶｒＡ
ｐｐに保存するサービス種類保存段階（２１５），多重解像度イメージを製作する数量を
入力する数量入力段階（２１６），入力された数量を変数ｑｔｙに保存する数量保存段階
（２１７），サービスの種類と数量によって決済する金額を計算する決済金額計算段階（
２１８），計算された金額を変数ＷｉｚＡｍｏｕｎｔに保存して，クレジットカードで決
済するのが，オンライン送金で決済するのか，携帯電話で決済するのか，ｅ－Ｃｏｉｎで
決済するのかを入力する決済方法入力段階（２２０），上記で入力された決済方法を変数
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ＷｉｚＴｙｐｅに保存する段階（２２１），現在時間抽出段階（２２２），抽出された現
在時間を変数ＷｉｚＤａｔｅに保存する段階（２２３），唯一固有の注文番号を生成する
ためＩＤ（ＳｈｏｐＩＤ）と抽出された現在時間を組み合わせて注文番号を生成する注文
番号生成段階（２２４），生成された注文番号を変数ＰｕｒｃｈａｓＩＤに保存する段階
（２２５），注文内訳を保存するために注文番号（ＰｕｒｃｈａｓＩＤ），現在時間（Ｗ
ｉｚＤａｔｅ），サービスの種類（ＶｒＡｐｐ），数量（ｑｔｙ），決済方法（ＷｉｚＴ
ｙｐｅ），決済金額（ＷｉｚＡｍｏｕｎｔ）を会員情報データベースのサービス注文管理
テーブルに保存する段階（２２６），代金を決済する段階（２２７），会員情報データベ
ースのサービス注文管理テーブルを閉じる段階（２２８）を含む。「図３」は上記のサー
ビス注文管理テーブルの構成例を示している。
【００３７】
上記のサービス選択段階（２１４）で選択することの可能なサービスの種類は，多重解像
度イメージの単一のフレームによる二次元拡大イメージサービス，多重解像度イメージの
多数フレームによる三次元拡大イメージサービス，ページをめくるような効果を与えるこ
とで実際に本を見るような形態で呈示するｅカタログサービス，撮影された写真をアルバ
ムの形態で呈示するｅアルバムサービス，パノラマイメージサービスを含む。
【００３８】
上記の注文番号生成段階（２２４）ではＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）が多数であ
る場合は，必要に応じてサービス運営者（ＤｉｓｔｒｉｂｕｔｏｒＩＤ）を追加し，サー
ビス運営者（ＤｉｓｔｒｉｂｕｔｏｒＩＤ）とＩＤ（ＳｈｏｐＩＤ）と抽出された現在時
間を組み合わせて注文番号を生成することが可能である。
【００３９】
上記のログイン段階，注文および決済段階（２０１ないし２２８）はアプリケーション部
で実行される段階であり，多重解像度イメージを製作するイメージプロセッシングプログ
ラムの場合はＡｃｔｉｖｅＸ　ＯＣＸコンポーネントが理想的である。よってアプリケー
ション部とＯＣＸコンポーネント部間のインタフェースが必須である。すなわち，アプリ
ケーション部（２７）が「図１２」の上記のサービス接続（２０１）段階から「図１３」
の会員情報データベースのサービス注文管理テーブルクローズ段階（２２８）までを実行
することになる。
【００４０】
以後，上記のパラメータ伝達段階（２２９および２３０）ではＯＣＸコンポーネント部（
２８）を駆動するために関連パラメータをＯＣＸコンポーネント部（２８）へ伝達（ａ７
）する（２２９）。この時，伝達されるパラメータはサービス運営者（Ｄｉｓｔｒｉｂｕ
ｔｏｒＩＤ），注文番号（ＰｕｒｃｈａｓＩＤ），サービス種類（ＶｒＡｐｐ），多重解
像度イメージ製作数量（ｑｔｙ），ＩＤ（ＳｈｏｐＩＤ），多重解像度イメージ保存フォ
ルダ名（ＳａｖｅＰａｔｈ），ビューアフォルダ名（ＶｉｅｗＰａｔｈ）であり，ＡＳＰ
サービスの運営と必要度によって項目が増減することもある。上記パラメータの伝達（ｃ
１）が完了すればＯＣＸコンポーネント部が駆動（２３０）する。
【００４１】
適法使用認証および使用内訳記録段階（２３１ないし２３７）では認証要請（ｂ１）を行
えば，ＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）がこの認証要請（ｂ２，ｂ３）を受けて認証
結果（ｂ４，ｂ５）をイメージ製作クライアント（２５）へ送出し，イメージ製作クライ
アント（２５）はＯＣＸコンポーネント部（２８）が受け取った認証結果（ｂ６）によっ
て正常な手続によって実行されるものであるかをチェック（２３１）する。もし正常な実
行であれば次の過程を実行し，そうでなければサービス選択段階（２１４）へ分岐（Ａ）
する。通常ＯＣＸコンポーネントは，クライアントコンピュータのハードディスクにダウ
ンロードされた後にこの作業を行った場合，大部分問題なく実行されるため，ＡＳＰサー
ビス運営者やＡＳＰサービス開発者の意図に反して追加の代金を決済することなくＯＣＸ
コンポーネントをイメージ製作クライアントが無断で使う可能性があるという問題点があ
る。よってこのような問題点を解決するため，上記の認証チェック段階（２３１）を経て



(14) JP 4394979 B2 2010.1.6

10

20

30

40

50

，ＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）から認証を受けた場合にのみＯＣＸコンポーネン
トが実行されるようにするのである。また，上記の認証チェック段階（２３１）を実行す
るためのアプリケーションは，ＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）のアプリケーション
部（１５）やＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）のアプリケーション部（１８）を通じ
て実行されることもある。
【００４２】
ＯＣＸコンポーネントが正常な手続によって実行されたものであれば，イメージ製作クラ
イアント（２５）のアプリケーション部（２７）を通じて伝達されたパラメータをＡＳＰ
サービス開発者サーバ（１２）の開発者会員情報データベースに保存し，いかなるＡＳＰ
サービス運営者サーバを通じ，いかなるサービスで，何個の多重解像度イメージが制作さ
れたのかに対する使用内訳を保存し，ＡＳＰサービス運営者と開発者間の代金精算に活用
されるようにする使用内訳記録段階（２３３ないし２３７）を実行する。
【００４３】
さらに具体的には，開発者会員情報データベースに接続（２３３）し，開発者会員情報デ
ータベースの開発者使用内訳テーブルを開き（２３４），イメージ製作クライアント（２
５）のアプリケーション部（２７）から伝達されたパラメータの値であるサービス運営者
（ＤｉｓｔｒｉｂｕｔｏｒＩＤ），注文番号（ＰｕｒｃｈａｓＩＤ），サービス種類（Ｖ
ｒＡｐｐ），多重解像度イメージ製作数量（ｑｔｙ），ＩＤ（ＳｈｏｐＩＤ），多重解像
度イメージ保存フォルダ名（ＳａｖｅＰａｔｈ），ビューアフォルダ名（ＶｉｅｗＰａｔ
ｈ）を保存（２３５）した後，開発者会員情報データベースの開発者使用内訳テーブルを
閉じ（２３６），開発者会員情報データベースの接続を解除（２３７）する。また，上記
の開発者会員情報データベース接続段階（２３３）から（２３４），（２３５），（２３
６），（２３７）段階は必要に応じて簡略化することが可能であるが，これはデータベー
スを使わず，サービス運営者（ＤｉｓｔｒｉｂｕｔｏｒＩＤ），注文番号（Ｐｕｒｃｈａ
ｓＩＤ），サービス種類（ＶｒＡｐｐ），多重解像度イメージ製作数量（ｑｔｙ）をひと
つに組み合わせてフォルダ名として作成したり，またはファイル名で作成して，サーバの
データ保存部に保存する方式に代替することが可能である。
【００４４】
ＯＣＸコンポーネントが実行され，正常な手続によって実行されたということをもって認
証を通過し，使用内訳をＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）に保存した後に，本格的な
多重解像度イメージを製作することとなる。
【００４５】
イメージ入力段階（２３８ないし２４１）は，ｐａｇｅ変数初期化段階（２３８），イメ
ージ製作クライアント（２５）が多重解像度イメージを製作するための原本イメージ入力
段階（２３９），原本イメージ入力を終了する時まで反復的に原本イメージを入力し，こ
れが入力される度にｐａｇｅ変数に累積（２４０）され，全てが入力された原本イメージ
数量を変数ｐａｇｅに保存する原本イメージ入力終了判断段階（２４１）を含む。
【００４６】
次に，イメージの多重解像度縮小段階と分割サイズ算出段階を含んでおり，イメージ加工
のための関連パラメータ設定段階（２４２ないし２７１）は次のような手続を踏む。
【００４７】
原本イメージが加工され，多重解像度イメージとして生成された後，生成されたイメージ
をサーバへアップロードする際，多数のタイル形態のファイルとして存在することになる
と，イメージ製作クライアント（２５）から，ＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）のデ
ータ保存部（１７），ＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）のデータ保存部（２０）およ
びＡＳＰサービス顧客サーバ（１４）のデータ保存部（２２）の中でクライアントが指定
したサーバへアップロードする時，単一ファイルである時よりもアップロード時間が多く
必要となるため，アップロード時間を短縮させるため単一ファイルで生成するのが効率的
である。従って，単一ファイル判断段階（２４２）で単一ファイルとして生成する場合に
は変数ｕｎｉｑに１を保存（２４３）し，単一ファイルとして生成変数を設定する。デジ
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タルカメラでの撮影時，被写体に従ってカメラを９０度回転させて，すなわちデジタルカ
メラを縦にして撮影する場合があるが，この場合は多重解像度イメージ加工においても回
転判断段階（２４４）で原本イメージを回転させ加工する必要がある。すなわち，回転判
断段階（２４４）で原本イメージを回転させる場合は，時計方向判断段階（２４６）を通
じて原本イメージが時計方向に回転するよう変数ｒｏｔにｃｗを保存・設定（２４８）し
，そうではない場合は反時計方向に回転するよう変数ｒｏｔにｃｃｗを保存・設定（２４
７）し，上記回転判断段階（２４４）で回転させない場合には変数ｒｏｔにｎｏを保存し
て設定（２４５）する。
【００４８】
チェック柄の稠密なイメージの場合，縮小した時に縮小されたイメージが乱れているよう
に見えることがある。これを防止するため，イメージ縮小の時，補間法を適用してイメー
ジを補間しながら縮小することが可能である。イメージ補間判断（２４９）でイメージ補
間を適用する場合は，イメージ補間初期値入力段階（２５０）で変数ｉｎｐｒに１を保存
してイメージ補間が行われるように設定する。
【００４９】
多重解像度縮小段階および分割サイズ算出段階（２５５ないし２５８）は，縮小段階算出
段階（２５５）を通じて原本イメージを縮小する段階を算出し，算出された縮小段階を変
数Ｌｅｖｅｌに保存（２５６）する。そして，イメージ分割サイズ算出段階（２５７）を
通じて縮小されたイメージを分割するための横・縦の大きさを算出し，ここで算出された
横の大きさと縦の大きさを変動ｈｏｒとｖｅｒに各々保存（２５８）し，多重解像度イメ
ージを生成するために必要な原本イメージ縮小段階と縮小されたイメージを分割する変数
を設定する。
【００５０】
原本イメージ入力段階（２３９）で入力された原本イメージのページを移動しながら（２
６５）リンク終了判断段階（２６７）で終了する時まで反復的にＬｉｎｋ－ＲＴＮ（２６
６）を実行する。
【００５１】
イメージを多重解像度の分割イメージで保存する段階とイメージデータ置換段階を含むウ
ェッブページ製作段階（２７２ないし２９８）は下記の通りである。
【００５２】
運営者サーバ選択段階（２７２）で多重解像度イメージを運営者サーバへアップロードす
ることを選択すると，変数ｓｓｖｅｒに１を保存（２７３）し，開発者サーバ選択段階（
２７４）で多重解像度イメージを開発者サーバへアップロードすることを選択すると変数
ｓｓｖｅｒに２を保存（２７５）し，顧客サーバ選択段階（２７６）で多重解像度イメー
ジを顧客サーバでアップロードすることを選択すると変数ｓｓｖｅｒに３を保存（２７７
）する。これは多重解像度イメージを生成した後，サーバへアップロードするｆｔｐモジ
ュールを各々異なる形態で駆動させることにより，サーバ接続のためのＩＤとパスワード
が漏洩することを防止し，また，サーバがハッキング（不正侵入）されることを防止する
ためである。
【００５３】
初期値設定段階（２７８）を通じて変数ｐａｇｅ１に０を保存して初期値を設定し，原本
イメージ入力段階（２３９）で入力した原本イメージページ数量分だけ原本イメージを縮
小する縮小－ＲＴＮ段階（２７９）を実行し，縮小されたイメージを分割する分割－ＲＴ
Ｎ段階（２８０）を実行するが，縮小－ＲＴＮ段階（２７９）と分割－ＲＴＮ段階（２８
０）を実行する度にページ累積段階（２８１）を通じて変数ｐａｇｅ１に１ずつが累積さ
れ，その累積した値が原本イメージ入力段階（２３９）で入力されたイメージ数量と等し
くなる時まで反復的に縮小－ＲＴＮ段階（２７９）と分割－ＲＴＮ段階（２８０）を実行
する。
【００５４】
初期ページ選択段階（２８３）でインターネットユーザクライアント（２４）が多重解像
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度イメージを閲覧する時，原本イメージ入力段階（２３９）で入力した原本イメージの１
番目のイメージを初期ページとして設定することを選択すれば変数ｓＰｐａｇｅに１を保
存し（２８４），初期ページ選択段階（２８３）で初期ページとして１番目のイメージを
設定せず，任意のイメージを指定して初期ページとして設定しようとする場合には，初期
表示イメージページ指定段階（２８５）を通じて任意のページを設定する。
【００５５】
原本イメージ入力段階（２３９）で入力した原本イメージが多数である場合，インターネ
ットユーザクライアント（２４）が閲覧する時，順次イメージを表示させるのかどうかを
決定する自動表示選択段階（２８６）において，順次イメージを表示させる場合は変数Ａ
ｕｔｏに１を保存（２８７）し，そうでない場合は変数Ａｕｔｏに０を保存（２８８）し
て設定する。
【００５６】
ウェッブページを生成するための変数Ａｕｔｏ，ｓＰａｇｅ，ＳａｖｅＰａｔｈ，Ｖｉｅ
ｗＰａｔｈ，Ｌｅｖｅｌ，ＰｕｒｃｈａｓｌＤ，ｈｏｒ，ｖｅｒをパラメタとして設定（
２８９）し、リンクデータの領域位置などをパラメタで設定（２９０）する。そしてウェ
プページを生成（２９１）し，生成されたウェプページを保存（２９２）する。
【００５７】
ＯＣＸコンポーネント部（２８）が原本イメージ入力段階（２３９）で入力された原本イ
メージを多重解像度イメージに加工してウェッブページを生成した後，インターネットユ
ーザクライアント（２４）が多重解像度イメージを閲覧する時，ウィンドウの大きさであ
る横（ｈｏｒ）と縦（ｖｅｒ）の大きさを保存するために，初期イメージ横（ｈｏｒ）と
縦（ｖｅｒ）パラメータをアプリケーション部（２７）に伝達（ｃ１）する。
【００５８】
アプリケーション部（２７）は横（ｈｏｒ）と縦（ｖｅｒ）のパラメータ（ｃ２）をネッ
トワーク（１０）を通じてＡＳＰサービス運営者サーバへ伝達（ｃ３）し，照会数データ
ベースの照会統計テーブルに保存するために照会数データベースを接続（２９４）し，照
会数データベースの照会統計テーブルを開き（２９５），横（ｈｏｒ）と縦（ｖｅｒ）を
保存（ｃ４）し（２９６），照会数データベースの照会統計テーブルを閉じ（２９７），
照会数データベースの接続を解除（２９８）する。「図５」は上記の照会統計テーブルの
構成例を示す。
【００５９】
最後に，生成された多重解像度イメージとウェッブページをサーバへアップロード（１０
８）するにあたり，運営者サーバ判断段階（２９９）で変数ｓｓｖｅｒが１であれば運営
者サーバへ接続（３００）し，生成された多重解像度イメージ関連ウェッブページ（ｄ１
）をＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）へ伝達（ｄ２）し，データ保存部（１７）へア
ップロード（３０１）し保存（ｄ３）する。開発者サーバ判断段階（３０２）で変数ｓｓ
ｖｅｒが２であればＡＳＰサービス開発者サーバへ接続（３０３）し，生成された多重解
像度イメージ関連ウェッブページ（ｄ１）をＡＳＰサービス開発者サーバ（１２）へ伝達
（ｄ４）し，データ保存部（２０）へアップロード（３０４）して保存（ｄ５）する。顧
客サーバ判断段階（３０５）で変数ｓｓｖｅｒが３であればＡＳＰサービス顧客サーバへ
接続（３０３）し，生成された多重解像度イメージ関連ウェッブページ（ｄ１）をＡＳＰ
サービス顧客サーバ（１４）へ伝達（ｄ６）し，データ保存部（２２）へアップロード（
３０７）して保存（ｄ７）する。
【００６０】
圧縮された単一ファイルの圧縮を解除する段階ではサーバへのアップロードを完了した後
，単一ファイル生成判断段階（３０８）で変数ｕｎｉｑが１であればサーバへアップロー
ドされている単一ファイルの圧縮を解除（３０９）する。
【００６１】
多重解像度イメージ製作を反復的に実行することを判断する反復判断段階（３１０）で，
反復的に実行する場合はサービス選択段階（２１４）へ分岐（Ａ）し，そうでなければサ
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ーバ接続解除段階（３１１）を通じてサーバ接続を解除し，サービスを終了する。
【００６２】
以下では上記のＬｉｎｋ－ＲＴＮ，縮小－ＲＴＮ，分割－ＲＴＮを詳細に説明する。
【００６３】
Ｌｉｎｋ－ＲＴＮにおいて，文字入力選択段階（３１２）で文字入力をしようとする場合
は文字データを入力（３１３）し，入力されたデータを保存（３１４）する。音声リンク
選択段階（３１５）で音声リンクを選択すれば，音声データリンク段階（３１６）を通じ
て音声データをリンクし，リンクされたデータを保存（３１７）する。ホットスポット選
択段階（３１８），ホットスポット位置指定段階（３１９）を通じてホットスポットの位
置を指定し，ホットスポット位置保存段階（３２０）を通じて指定されたホットスポット
の位置を保存する。イメージリンク選択段階（３２１）でイメージリンクを選択した時，
リンクイメージ挿入段階（３２２）を通じてリンクされるイメージを挿入する。リンクア
ドレス入力段階（３２３）を通じてリンクイメージをクリックした時，リンクされるウェ
ッブアドレスを入力し，リンクデータ保存段階（３２４）を通じてリンクデータを保存す
る。「図３１」および「図３２」は特定領域をリンク領域として指定し，そのリンク領域
をクリックした時に該当リンクページをポップアップさせる実施例を示している。
【００６４】
縮小－ＲＴＮにおいては，初期化段階（３３８）を通じて変数Ｎに１を入力することで初
期化し，イメージ補間初期値入力段階（２５０）を実行して変数Ｉｎｐｒに１が保存され
ているかどうかを判断する補間法適用判断段階（３３９）で補間を適用するとの判断がな
されれば補間法適用段階（３４０）を通じて補間法が適用され，上記補間法適用判断段階
（３３９）で補間法適用をしないとの判断がなされれば補間法を適用しない。
【００６５】
非回転初期値を実行したかどうかを判断する非回転判断段階（３４１）が偽であり，時計
方向初期値入力を実行したかどうかを判断する時計方向回転判断段階（３４２）が真であ
る時は，時計方向回転段階（３４３）を通じて原本イメージを時計方向に回転させる。上
記の時計方向回転判断段階（３４２）が偽である時は，半時係方向回転段階（３４４）を
通じて原本イメージを反時計方向に回転させる。
【００６６】
イメージ縮小段階（３４５）を通じてイメージを５０％ずつ縮小し，縮小段階判断段階（
３４６）で算出された縮小段階の値が段階ごとに変数Ｎを１ずつ累積（３５０）したレベ
ル値と一致するかどうかを判断（３５１）し，一致しなければイメージ保存段階（３４９
）を通じて多重解像度イメージを保存する。上記の段階もまた，変数Ｎの値が上記の縮小
段階算出段階（２５５）で算出された縮小段階の値と一致する時まで反復的に実行し，一
致すればイメージデータ置換（３４７）およびイメージデータ保存（３４８）段階を実行
する。
【００６７】
上記イメージデータ置換（３４７）は，製作されたイメージが異なる一般ビューアプログ
ラム上から盗用されることのないよう，イメージのデータ領域をランダム化することによ
り，提供されるビューアプログラムによってのみ閲覧が可能であるようにする作業である
。この時，イメージ置換の対象は処理速度の低下という側面を考慮し，初期イメージのみ
を対象とすることが可能であり，データの保安が重要な場合には全てのイメージに対して
実行することも可能である。「図９」はイメージデータ置換前の構成例であり，「図１０
」は置換されたイメージデータの構成例を示す。
【００６８】
分割－ＲＴＮにおいては，分割初期化段階（３５２）で分割初期値Ｑ１に０を保存して初
期化し，置換されるイメージ判断段階（３５４）を通じて読み込まれたイメージが置換さ
れるイメージであるのかどうかを判断する。それが置換されるイメージならばイメージデ
ータを「図１０」のように置換（３５５－１）し，そうでなければイメージ分割段階（３
５５）を実行する。イメージ分割段階（３５５）を通じて原本イメージ入力段階（２３９
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）で入力されたイメージを含み，縮小－ＲＴＮ段階（２７９）で縮小された各イメージを
縮小イメージ読込段階（３５３）で読み込み，各イメージを横ｈｏｒ，縦ｖｅｒに分割し
，分割されたイメージを分割イメージ保存段階（３５６）を通じて保存し，分割累積段階
（３５７）を通じて変数Ｑ１に１を累積させる。そして上記の分割終了判断段階（３５８
）が真であれば終了し，偽であれば縮小イメージ読込段階（３５３）へ分岐する。
【００６９】
「図１１」は，上記のルーチンを通じ，縮小され，分割されたイメージの実例を示す。
【００７０】
上記で製作されたウェッブページをインターネットユーザクライアントに提供するための
ウェッブ掲示段階（３５９ないし４１７）は，ビューアプログラムダウンロード段階（３
５９ないし３６１），初期イメージダウンロードおよび表示段階（３６２ないし３７２）
，イメージ閲覧支援段階（３９０ないし４１７）を含む。
【００７１】
また，前述したように上記段階に選好度調査および景品応募ウィンドウををポップアップ
させるなどの広報活動に関連した手続を該当段階に追加することが可能である。この部分
に対しては発明の詳細な説明の後の部分で別途，詳細に説明する。
【００７２】
上記のビューアプログラムダウンロード段階は，サービスサイト接続段階（３５９）を通
じて多重解像度イメージを提供するサービスサイトに接続する。初回接続判断段階（３６
０）において初回接続ならば，プログラムダウンロード段階（３６１）を通じてインター
ネットユーザクライアント（２４）の要請（ｅ１）によってネットワーク（１０）を通じ
てＡＳＰサービス運営者サーバ（１３）へ伝達（ｅ２）され，アプリケーション部（１５
）の命令（ｅ３）によってデータ保存部（１７）に保存されている多重解像度イメージを
表示することが可能なビューアプログラム（ｅ４）をダウンロード（ｅ９）する段階（１
１３）を含む。
【００７３】
この時，多重解像度イメージを表示することが可能なビューアプログラムがＡＳＰサービ
ス開発者サーバ（１２）に保存されている場合には，インターネットユーザクライアント
（２４）の要請（ｅ１）をネットワーク（１０）を通じてＡＳＰサービス開発者サーバ（
１２）へ伝達（ｅ６）し，アプリケーション部（１８）の命令（ｅ７）によってデータ保
存部（２０）に保存されている多重解像度イメージを表示することが可能なビューアプロ
グラム（ｅ８）をダウンロード（ｅ９）することができるように構成されている。また，
多重解像度イメージを表示することが可能なビューアプログラムがＡＳＰサービス顧客サ
ーバ（１４）に保存されている場合には，インターネットユーザクライアント（２４）の
要請（ｅ１）をネットワーク（１０）を通じてＡＳＰサービス顧客サーバ（１４）へ伝達
（ｅ１０）し，アプリケーション部（２１）の命令（ｅ１１）によってデータ保存部（２
２）に保存されている多重解像度イメージを表示することが可能なビューアプログラム（
ｅ１２）をダウンロード（ｅ９）することができるように構成されている。
【００７４】
イメージダウンロードおよび表示段階（１１０）ではプログラム実行段階（３６２）を通
じてダウンロードされたプログラムを実行し，文字データ判断段階（３６３）において文
字データがあれば文字データ表示段階（３６４）を通じて文字データを表示し，上記プロ
グラム実行段階（３６２）において音声データ判断段階（３６５）を通じて音声データが
あるかどうかを判断し，上記音声データ判断段階（３６５）で音声データがあれば音声デ
ータ再生段階（３６６）を通じて音声データを再生する。初期イメージダウンロード段階
（３６７）を通じて初期イメージをデータ保存部（１７，２０，２２）からダウンロード
し，ダウンロードされた初期イメージを初期イメージ表示段階（３６８）を通じて表示し
，上記の次ページ自動表示初期値設定段階（２８７および２８８）で設定された値が次ペ
ージを自動的に表示させる値であるどうかを判断するページ自動めくり判断段階（３６９
）で真ならば次ページ有無判断段階（３７０）を通じて次ページがあるかどうかを判断し
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，次ページがあれば次ページイメージダウンロード段階（３７１）を通じて次ページイメ
ージをダウンロードし，次ページイメージ表示段階（３７２）を通じて次イメージを表示
させる。そうでなければ次ページイメージ表示段階（３７２）の次の段階で分岐する。
【００７５】
インターネットユーザのビューアプログラムを通じたイメージ閲覧を支援する段階（１１
５）では，マウスの動作があるかどうかを判断するマウスイベント有無判断段階（３７３
）においてマウスイベントがあり，縮小命令判断段階（３９０）で縮小命令であればＺｏ
ｏｍＯｕｔ－ＲＴＮを実行する。
【００７６】
ＺｏｏｍＯｕｔ－ＲＴＮにおいては，縮小されたイメージを表示（４４４）させ，照会数
データベースの照会受付テーブルクローズ判断段階（４４５）において変数Ｚｏｏｍの値
が１であれば照会数データベースの照会受付テーブルクローズ段階（４４６）を通じて照
会数データベースの照会受付テーブルを閉じ，照会数データベース接続解除段階（４４７
）を通じて照会数データベースの接続を解除する。照会数データベースの照会受付テーブ
ルクローズ判断段階（４４５）を通じて変数Ｚｏｏｍの値が１でなければ，照会数データ
ベース接続解除段階（４４７）の次の段階へ分岐する。
【００７７】
ドラッグ命令判断段階（３９２）において，ドラッグ命令であるならばイメージドラッグ
段階（３９３）を通じ，表示されたイメージをドラッグする。
【００７８】
前ページ移動命令判断段階（３９４）において，前ページ移動命令がなされると，前ペー
ジイメージ表示段階（３９５）を通じて前ページイメージを表示し，次ページ移動命令判
断段階（３９６）において，次ページ移動命令がなされると次ページイメージ表示段階（
３９７）を通じて次ページイメージを表示し，最初ページ移動命令判断段階（３９８）で
最初ページ移動命令がなされると最初ページイメージ表示段階（３９９）を通じて最初ペ
ージイメージを表示し，最終ページ移動命令判断段階（４００）で最終ページ移動命令が
なされると最終ページイメージ表示段階（４０１）を通じて最終ページイメージを表示す
る。
【００７９】
ヘルプ命令判断段階（４０２）においてヘルプ命令がなされると，ヘルプページ表示段階
（４０３）を通じてヘルプページを表示し，リンク表示判断段階（４０４）においてリン
ク表示命令がなされるとリンク標識表示段階（４０５）を通じてリンク標識を表示し，リ
ンククローズ命令判断段階（４０６）でリンク標識を隠せという命令がなされるとリンク
標識クローズ段階（４０７）を通じてリンク標識を隠す。
【００８０】
目次判断段階（４０８）で目次表示命令がなされると目次表示段階（４０９）を通じて目
次を表示し，全体拡大判断段階（４１０）で全体拡大命令がなされると，ウィンドウサイ
ズ基準拡大段階（４１１）を通じて多重解像度イメージを閲覧することによって表示され
る初期イメージウィンドウサイズを基準として拡大される。
【００８１】
部分拡大判断段階（４１２）で部分拡大命令がなされると，虫眼鏡拡大段階（４１３）を
通じてインターネットユーザクライアント（２４）が多重解像度イメージを閲覧すること
によって表示される初期イメージウィンドウサイズの四分の一の大きさの，別途に表示さ
れる虫眼鏡形態の拡大ウィンドウを通じて拡大し，変数ｎに０を保存（４１４）して初期
化し，ＲｅｆＬｉｎｋ－ＲＴＮ（４１５）を実行し，変数ｎに１を累積（４１６）し，閲
覧終了選択段階（４１７）で真であれば終了し，偽であればマウスイベントを待機するた
めに分岐（Ｋ）する。
【００８２】
閲覧終了選択段階（４１７）で，マウスのイベントが多重解像度ウェッブページ閲覧を終
了することを選択しない場合はＫへ分岐し，そうでなければ終了する。
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【００８３】
本発明の別の目的であるイメージ製作クライアントによるインターネットユーザクライア
ントの製品に対する選好度調査および広報は，上述した手続にいくつかの必要なルーチン
を追加することによって達成することが可能だが，以下では図面上の該当する符号を使っ
てその実施例を説明することにする。
【００８４】
まず，特定条件下に広報文または広告文をポップアップさせたり，送出することが可能で
，景品応募ウィンドウをポップアップさせることが考えられるが，照会経過時問およびポ
ップアップされるウェッブアドレスを設定する段階，インターネットユーザクライアント
の照会経過時間判断段階および設定された照会経過時間を経過した場合に設定されたウェ
ッブページをポップアップさせる段階を追加することが可能である。
【００８５】
具体的には，イメージ製作のイメージ加工のためのパラメータ設定段階において，インタ
ーネットユーザクライアント（２４）が多重解像度イメージウェッブページをオープンし
た後，一定時間が経過すると商品などの広報文または広告案内文をポップアップさせたり
，またはインターネットユーザクライアント（２４）のＩＰアドレスへ送り出すための閲
覧経過時間（ＰＴｉｍｅ）とインターネットユーザクライアント（２４）が多重解像度イ
メージの特定の照会領域の閲覧を開始して設定した時間を経過した場合に景品応募ウィン
ドウをポップアップさせたり，また，商品などの広報文または広告案内文をポップアップ
させたり，もしくは，インターネットユーザクライアント（２４）のＩＰアドレスへ送出
するための照会経過時間（ＲＴｉｍｅ）を入力（２５１）し，入力された閲覧経過時間を
変数ＰＴｉｍｅに保存（２５２）する。
【００８６】
予め設定した閲覧経過時間経過後にポップアップされるウェッブアドレス（ＰｏｐＵｐＤ
ｏｃ１）と，照会経過時間経過後にポップアップされるウェッブアドレス（ＰｏｐＵｐＤ
ｏｃ２）を入力（２５３）し，入力された閲覧経過時間が経過した後，ポップアップされ
るウェッブアドレスを変数ＰｏｐＵｐＤｏｃ１に保存し，入力された照会経過時間経過後
にポップアップされるウェッブアドレスを変数ＰｏｐＵｐＤｏｃ２に保存（２５４）する
段階を通じ，インターネットユーザクライアント（２４）が多重解像度イメージウェッブ
ページを閲覧する時，一定時間が経過すると景品ページまたは広告案内文がポップアップ
されたり，またはインターネットユーザクライアント（２４）のＩＰアドレスへ送信され
るように設定することが可能である。また，ウェッブページ製作段階ではポップアップさ
れるウェッブページ名をパラメータで設定（２９０）する。
【００８７】
インターネットユーザクライアントの照会経過時間判断段階においては，接続中のインタ
ーネットユーザの閲覧情報把握段階において上記のマウスイベント有無判断段階（３７３
）においてマウスの動作があるかどうかを判断し，マウスの動作があれば現在時間抽出段
階（３７４）を通じて現在時間をＡＳＰサービスを提供するサーバ（１１）の時間を基準
にして年，月，日，時，分，秒として抽出する。
【００８８】
現在時間保存段階（３７５）を通じて抽出された現在時間ＣｕｒｒｅｎｔＴｉｍｅを保存
し，インターネットユーザクライアント（２４）のＩＰアドレスを抽出し（３７６），抽
出されたＩＰアドレスを上記のＩＰアドレス保存段階（３７７）を通じて変数Ｃｕｒｒｅ
ｎｔＩＰに保存する。そしてウェッブページ名抽出段階（３７８）を通じてインターネッ
トユーザクライアントが現在閲覧しているウェッブページ名を抽出し，抽出されたウェッ
ブページ名をウェッブページ名保存段階（３７９）を通じて変数ＣｕｒｒｅｎｔＮａｍｅ
に保存する。
【００８９】
照会数データベースの照会受付テーブルオープン段階（３８４）を通じて照会数データベ
ースの照会受付テーブルを開き，ウェッブページ名保存段階（３８５）を通じて照会受付
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テーブルの閲覧したウェッブページ名（ＮｅｔＰｕｒｃｈａｓＩＤ）フィールドにインタ
ーネットユーザクライアント（２４）が閲覧しているウェッブページ名であるＣｕｒｒｅ
ｎｔＮａｍｅを保存する。そしてＩＰアドレス保存段階（３８６）を通じて照会受付テー
ブルのＮｅｔＩｐＡｄｄｒｅｓｓフィールドにインターネットユーザクライアント（２４
）のＩＰアドレスであるＣｕｒｒｅｎｔＩＰを保存する。また，現在時間保存段階（３８
７）を通じて照会受付テーブルのウェッブページ閲覧開始時間であるＯｐｅｎＴＳフィー
ルドに現在時間ＣｕｒｒｅｎｔＴｉｍｅを保存し，照会数データベースの照会受付テーブ
ルクローズ段階（３８８）を通じて照会数データベースの照会受付テーブルを閉じ，照会
数データベース接続解除段階（３８９）を通じて照会数データベースの接続を解除する。
【００９０】
上記の過程を通じてインターネットユーザクライアント（２４）が多重解像度イメージの
閲覧を開始する時間，ＩＰアドレス，閲覧しているウェッブページ名をデータベースに保
存することにより，閲覧の後一定経過時間が経過すると，インターネットユーザクライア
ント（２４）にあらかじめ凖備しておいた広報用または関連情報ウェッブページをポップ
アップさせ，追加的な情報を提供することが可能であり，インターネットユーザクライア
ント（２４）のＩＰアドレスへ直接メールや関連情報を提供および送信することが可能で
ある。
【００９１】
設定された照会経過時間を超過した場合に設定されたウェッブページをポップアップさせ
る段階は，変数ＣｕｒｒｅｎｔＴｉｍｅに保存されている時間を変数ＦｉｒｓｔＴｉｍｅ
に保存（４４８）し，上記の現在時間抽出段階（４４９）を通じてサーバの現在時間を抽
出し，抽出された現在時間を変数ＮｅｗＴｉｍｅに保存（４５０）し，現在時間（Ｎｅｗ
Ｔｉｍｅ）から閲覧開始時間（ＦｉｒｓｔＴｉｍｅ）を差し引いた経過時間を計算し，変
数Ｄｔｉｍｅに保存し（４５１），ポップアップ実行有無判断段階（４５２）を通じて変
数ＥｘＰｏｐが１であるかどうかを判断する。これが１でない場合，上記のポップアップ
実行有無判断段階（４５２）においてポップアップを行ったことがない場合は，閲覧経過
時間判断段階（４５３）を通じ，変数ＤＴｉｍｅに保存された値が変数ＰＴｉｍｅに保存
された値より大きいかどうかを判断し，ＤＴｉｍｅに保存された値が変数ＰＴｉｍｅに保
存された値より大きければ，ＰｏｐＵｐＤｏｃ１ページをポップアップ段階（４５４）を
通じてポップアップさせたり，またはインターネットユーザクライアント（２４）のＩＰ
アドレスへ送信する。照会経過時間判断段階（４５５）で予め設定した経過時間（ＲＴｉ
ｍｅ）よりも特定リンク領域の照会頻度数調査領域を閲覧した時間が長ければ，予め設定
したポップアップページ（ＰｏｐＵｐＤｏｃ２）をポップアップさせたりＩＰアドレスへ
送信（４５６）し，ポップアップ実行実績初期化段階（４５７）を通じてポップアップま
たは送信を実行させたことが分かるように変数ＥｘＰｏｐに１を保存し，終了する。また
，上記のポップアップ実行有無判断段階（４５２）を通じて変数ＥｘＰｏｐが１であるか
どうかを判断し，１であればＺｏｏｍＯｕｔ－ＲＴＮを終了する。
【００９２】
顧客の商品に対する選好度を調査するために，ホットスポット領域に対して照会経過時間
およびポップアップされるウェッブアドレス関連パラメータを設定する段階，ホットスポ
ット領域が照会数調査を目的とするのかどうかを判断する照会数選択判断段階，ホットス
ポット領域に対するインターネットユーザクライアントの閲覧情報収集段階，照会数記録
用データベースに結果を記録する段階およびホットスポット領域に対する景品設定段階を
追加することが可能である。
【００９３】
上記のホットスポット領域に対する照会経過時間およびポップアップされるウェッブアド
レスを設定する段階は，イメージ製作のイメージ加工のためのパラメータ設定段階におい
て，照会数選択判断段階（２５９）を通じて多重解像度イメージを閲覧する時，設定され
た領域に対する照会頻度数を調査するのかどうかを選択して設定する。次に，照会頻度数
を調査するのかどうかを選択すると，照会数データベース接続段階（２６０）を通じて照
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会数データベースに接続し，照会数データベースの照会受付テーブルを開き（２６１）照
会経過時間（ＲＴｉｍｅ）を保存（２６３）し，ポップアップアドレス（ＰｏｐＵｐＤｏ
ｃ２）を保存（２６４）する。そして照会数領域判断段階（２６８）において照会数を調
査するように設定していれば，照会数データベースの照会受付テーブルを閉じ（２６９）
，照会数データベース接続を解除（２７１）するよう設定することが可能である。
【００９４】
また，Ｌｉｎｋ－ＲＴＮでは以下の手続を追加することも可能である。
【００９５】
照会数領域選択段階（３２５）を通じてホットスポット領域を照会数領域で指定し，照会
頻度数を調査することを選択すると，上記の領域名入力段階（３２６）を通じて領域名を
入力し，ここで入力された領域名を変数ＲｅｆＮａｍｅに保存（３２７）する。そして照
会数データベースの照会受付テーブルに領域名（ＲｅｆＮａｍｅ）フィールドを生成（３
２８）し，閲覧開始時間（ＲｅｆＴＳ）フィールドを生成（３２９）し，閲覧終了時間（
ＲｅｆＴＥ）フィールドを生成（３３０）する。
【００９６】
「図１６」では，照会数領域判断段階（２６８）において照会数を調査するように設定さ
れていれば，照会数データベースの照会受付テーブルを閉じ（２６９），照会数データベ
ース接続を解除（２７１）する段階を追加する。
【００９７】
上記のホットスポット領域が照会数調査のためのものであるかどうかを判断する照会数選
択判断段階では，インターネットユーザクライアントが製作されたイメージを閲覧する時
，照会数閲覧初期化段階（４１４）で変数ｎに０を保存し，ＲｅｆＬｉｎｋ－ＲＴＮ（４
１５）を通じて照会頻度数を閲覧し，閲覧後は照会数累積段階（４１６）を通じて変数ｎ
に１を累積させ，閲覧終了選択段階（４１７）を通じて終了したり，またはマウスイベン
トを待機するために分岐（Ｋ）する。
【００９８】
上記のホットスポット領域に対するインターネットユーザクライアントの閲覧情報収集段
階では，上記リンク照会数判断段階（４１９）において真であれば，照会数拡大命令判断
段階（４２１）を通じてマウスのイベントが拡大命令なのかを判断し，これが真であれば
上記の領域名抽出段階（４２２）を通じて領域名を抽出する。
【００９９】
現在時間抽出段階（４２３）を通じてサーバの現在時間を抽出し，領域名保存段階（４２
４）を通じて抽出された領域名を変数ＶｉｅｗＮａｍｅに保存し，現在時間保存段階（４
２５）を通じて抽出された現在時間を変数ＶｉｅｗＴｉｍｅＳに保存する。
【０１００】
照会数データベース接続段階（４２６）を通じて照会数データベースに接続し，照会数デ
ータベースの照会受付テーブルオープン段階（４２７）を通じて照会数データベースの照
会受付テーブルを開き，領域名データベース保存段階（４２８）を通じて照会受付テーブ
ルのＲｅｆＮａｍｅフィールドに抽出された領域名ＶｉｅｗＮａｍｅを保存する。
【０１０１】
現在時間データベース保存段階（４２９）を通じて照会受付テーブルのＲｅｆＴＳフィー
ルドに抽出された現在時間ＶｉｅｗＴｉｍｅＳを保存する。
【０１０２】
照会数拡大命令初期化段階（４３０）を通じてマウスの位置がリンク領域に存在し，リン
ク領域が照会数を調査するためのリンク領域であり，マウスのイベントが拡大命令であれ
ば変数Ｚｏｏｍに１を保存する。また，上記の照会数拡大命令判断段階（４２１）を通じ
てマウスのイベントが拡大命令なのかを判断し，偽であるならば照会数非拡大命令初期化
段階（４３１）を通じて変数Ｚｏｏｍに０を保存する。
【０１０３】
上記の照会数記録用データベースに照会結果を記録する段階においては，照会数データベ
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ース接続段階（３８０）を通じて照会数データベースに接続し，照会数データベースの照
会統計テーブルオープン段階（３８１）を通じて照会数データベースの照会統計テーブル
を開き，接続者数累積段階（３８２）を通じて照会数データベースの照会統計テーブルに
おける現在接続インターネットユーザ数（ＮｅｔＮｏ）に１を累積し，照会数データベー
スの照会統計テーブルクローズ段階（３８３）を通じ，照会数データベースの照会統計テ
ーブルを閉じる手続を追加することが可能である。
【０１０４】
上記の景品設定選択段階（３３１）で景品設定を行う場合には，行事期間開始日入力段階
（３３２）を通じて行事期間開始日を入力し，入力された行事期間開始日を変数Ｅｖｅｎ
ｔＳに保存（３３３）し，行事期間終了日入力段階（３３４）を通じて行事期間終了日を
入力し，入力された行事期間終了日を変数ＥｖｅｎｔＥに保存（３３５）し，照会数デー
タベースの照会受付テーブルに行事期間開始日（ＥｖｅｎｔＳ）フィールドを生成し（３
３６），照会数データベースの照会受付テーブルに行事期間終了日（ＥｖｅｎｔＥ）フィ
ールドを生成（３３７）する。
【０１０５】
インターネットユーザクライアントによる閲覧時には，景品リンク判断段階（４３２）に
おいて真であるならば，景品ページ以前実行判断段階（４３３）を通じ，上記の照会数累
積段階（４１６）が１回のみ実行され，景品ページの読み込みが初めてなのかどうかを判
断し，上記の景品ページ以前実行判断段階（４３３）が真であるならば，景品ページ読込
段階（４３４）を通じて景品に応募することが可能な景品ページを読み込む。既存会員判
断段階（４３５）を通じて既存会員なのかを判断し，既存会員でないならば会員加入－Ｒ
ＴＮ（４３６）を通じて会員加入を行い，上記の既存会員判断段階（４３５）で既存会員
であるならばＩＤ入力段階（４３７）を通じてＩＤを入力し，景品会員データベース接続
段階（４３８）を通じ景品会員データベースに接続する。景品会員データベースの会員情
報テーブルオープン段階（４３９）を通じ景品会員データベースの会員情報テーブルを開
き，景品申込日保存段階（４４０）を通じて景品会員データベースの景品申込日（Ｎｅｔ
ＡｐｐＤａｔｅ）フィールドにＶｉｅｗＴｉｍｅＳを保存して，景品会員データベースの
景品申し込み有無（ＮｅｔＡｐｐＯＸ）フィールドに０を保存（４４１）し，景品会員デ
ータベースの会員情報テーブルクローズ段階（４４２）を通じ景品会員データベースの会
員情報テーブルを閉じ，景品会員データベース接続解除段階（４４３）を通じ景品会員デ
ータベースの接続を解除する。「図４」は上記の照会受付テーブルの構成例を示し，「図
３３」は上記の景品応募様式の一実施例を示す。
【０１０６】
本発明は上述した装置および方法以外にも，ショッピングモールエンジン開発社に多重解
像度イメージ製作プログラムとビューアプログラムを，中・大型ポータルサイトに提供す
る場合と同様に提供することで，ショッピングモールエンジン開発社は保有しているショ
ッピングモールエンジンにバンドリング供給を行い，ショッピングモールを購入し運営す
る一般人が，多重解像度イメージを容易に製作して提供することも可能である。また，シ
ョッピングモールエンジンにバンドリング提供することが可能なばかりではなく，ＰＯＳ
（Ｐｏｉｎｔ　Ｏｆ　Ｓａｌｅｓ）システム，人事給与管理プログラム，資材・在庫管理
プログラムなどのような一般アプリケーションプログラムにもバンドリング提供され，ア
プリケーションプログラムを購入し使用する過程で，多重解像度イメージが必要な場合に
は本発明による手続を通じ，必要なサービスの種類を必要な数量だけ簡便に使用すること
が可能である。
【０１０７】
ここまでは本発明に対して，その理想的な実施例を中心に俯瞰してきた。
【０１０８】
本発明が属する技術分野における通常の知識を持った者は，本発明が本発明の本質的な特
性から逸脱することのない範囲において，変形された形態で具現されるということも理解
できるであろう。
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【０１０９】
すでに上述した数々の変形例ははさておき，本発明を実施しながらも本質的ではない部分
においてはいかようにも変形された実施が可能であるが，例を挙げればＡＳＰサービス開
発者サーバとＡＳＰサービス運営者サーバ間の特定データベースの相互連動，移転，また
は機能上の統合などは本発明の本質を害さない範囲においては容認されなければならず，
特に実施例上の変数とその変数に保存される各種の値のような構成要素は，必要によって
加減したり，変更することが可能だと言うべきであろう。
【０１１０】
それゆえ，ここまでで見てきた実施例は限定的な観点ではなく，説明的な観点で考慮され
なければならない。本発明の範囲は前述した説明ではなく，特許請求範囲に記述されてお
り，それと同等な範囲内にあるあらゆる差異は本発明に含まれていると解釈されなければ
ならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によった多重ウェッブサーバで実行される多重解像度イメージ提供ＡＳＰ
サービスシステムの構成例示図
【図２】会員情報データベースのサービス一般情報テーブルの一実施例
【図３】会員情報データベースのサービス注文管理テーブルの一実施例
【図４】照会数データベースの照会受付テーブルの一実施例
【図５】照会数データベースの照会統計テーブルの一実施例
【図６】会員情報データベースの会員情報テーブルの一実施例
【図７】は照会数データベースの照会統計テーブルの一実施例
【図８】開発者会員情報データベースの開発者使用内訳テーブルの一実施例
【図９】一般的に閲覧されるイメージのデータ構成の一実施例
【図１０】「図９」の一般的に閲覧されるイメージのデータ部分を相互置換したものを示
す一実施例
【図１１】デジタルカメラでの撮影，またはスキャナでのスキャニングなどを通じて得ら
れたイメージを５０％ずつ縮小させながら生成したタイル（ｔｉｌｅ）構造で形成された
多重解像度イメージの一実施例
【図１２】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図１３】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図１４】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図１５】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図１６】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図１７】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図１８】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図１９】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２０】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２１】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２２】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２３】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２４】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２５】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２６】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２７】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２８】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図２９】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図３０】本発明の一実施例を説明する流れ図
【図３１】多重解像度イメージの特定領域をリンク領域として指定した一実施例
【図３２】リンク領域をクリックした時にリンクページをポップアップさせる一実施例
【図３３】リンク領域が照会頻度数を調査する領域である場合，一定時間が経過した時ポ
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【符号の説明】
　１０：ネットワーク
　１１：多重ウェッブサーバ
　１２：ＡＳＰサービス開発者サーバ
　１３：ＡＳＰサービス運営者サーバ
　１４：ＡＳＰサービス顧客サーバ
　１５，１８，２１，２６，２７：アプリケーション部
　１６，１９：データベース部
　１７，２０，２２：データ保存部
　２３：クライアント
　２４：インターネットユーザクライアント
　２５：イメージ製作クライアント
　２８：ＯＣＸコンポーネント部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】
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【図２６】 【図２７】

【図２８】 【図２９】
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【図３０】 【図３１】

【図３２】

【図３３】
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